
 

船舶事故調査報告書 

平成３１年２月２０日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 衝突（防波堤） 

発生日時 平成３０年４月２１日 １１時１７分ごろ 

発生場所 三重県四日市港東防波堤 

 四日市港東防波堤南灯台から真方位３５７°６４０ｍ付近 

 （概位 北緯３４°５７.４′ 東経１３６°３９.５′） 

事故の概要  液化ガスばら積船第１０３菱化
りょうか

丸は、補油作業中、防波堤に衝突し

た。 

事故調査の経過 平成３０年４月２５日、主管調査官（横浜事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

液化ガスばら積船、第１０３菱化丸、９９７トン 

 １３６７４６、三菱ケミカル物流株式会社 

 乗組員等に関する情報 船長、三級（航海） 

 負傷者 なし 

 損傷 本船 左舷船尾部外板に凹損及び擦過傷 

岸壁 コンクリート部に欠損 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風 なし、視界 良好 

海象：海上 平穏 

事故の経過  本船は、船長ほか９人が乗り組み、平成３０年４月２１日１０時 

３５分ごろ四日市港東防波堤西側の錨地（水深約７ｍ、底質泥）にお

いて、主機を運転して可変ピッチプロペラ（以下「ＣＰＰ」とい

う。）の翼角を中立とし、錨鎖３節を伸出して錨泊し、１０時５０分

ごろ横付けした給油船からの補油作業を開始した。 

 船長は、船位及び周囲の状況を確認した後、船橋を無人として降橋

し、甲板で補油作業の支援を行っていたところ、本船が後進している

ことに気付き、昇橋して前進の操作を試みたが間に合わず、１１時 

１７分ごろ左舷船尾部が東防波堤に衝突した。 

 本船のＣＰＰ装置は、油圧ラインのストレーナが破損し、その破片

が電磁弁に噛み込み、翼角を制御する油圧の作動油が後進用ラインに

流れた結果、翼角が中立状態から後進に変わっていたことが本事故後

に判明した。 

分析  

 

 本船は、東防波堤西方海域において、錨泊して補油作業中、船長

が、主機を運転してＣＰＰ翼角を中立とした状態で降橋し、船橋を無

人として甲板で作業を行っていたことから、ＣＰＰ装置の油圧ライン

に不具合を生じて後進となった際、東防波堤に接近していることに気

付くのが遅れ、同防波堤に衝突したものと考えられる。 

原因  本事故は、本船が、東防波堤西方海域において、錨泊して補油作業



 

中、船長が、主機を運転してＣＰＰ翼角を中立とした状態で降橋し、

船橋を無人として甲板で作業を行っていたため、ＣＰＰ装置の油圧ラ

インに不具合を生じて後進となった際、東防波堤に接近していること

に気付くのが遅れ、同防波堤に衝突したものと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・主機を運転した状態で作業等を行う場合、不測の事態が生じた際

に対応できるよう船橋当直を配置すること。 
 


